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PHOTO／佐々木良子　取材・文／市田愛子、菅谷環、悦永弘美

北芸亭・寄席演芸講座
「北芸亭」は2021年より始まった春風亭昇太師匠がプロデュースする落語会。

伝統芸能の発展を目的に、北海道文化財団と落語芸術協会が協定を結んだ全国

的にもあまり例がない取り組みです。2022年は人気の落語家、講談師、浪曲師ら

を講師に迎え、実演を交えながら解説するワークショップ「寄席演芸講座」を開催。

子どもから大人まで、幅広い年齢層で賑わった講座の様子をレポートします。

席
で
落
語
を
聞

く
機
会
は
あ
れ

ど
、師
匠
か
ら
直
接
、落

語
の〝
い
ろ
は
〞を
学
べ
る

機
会
は
そ
う
多
く
は
あ
り

ま
せ
ん
。
開
講
前
か
ら
期

待
に
胸
を
膨
ら
ま
せ
て
い

た
参
加
者
の
前
に
出
囃

子
と
と
も
に
登
場
し
、大

き
な
拍
手
で
迎
え
ら
れ
た

昔
昔
亭
A
太
郎
師
匠
。

寄
席
演
芸
講
座
の
ト
ッ

プ
を
飾
る「
落
語
入
門
講

座
」と
い
う
こ
と
で
、ま
ず

は
落
語
家
に
な
る
ま
で
の

プ
ロ
セ
ス
を
紹
介
し
て
く

れ
ま
し
た
。
27
歳
の
時
に

弟
子
入
り
し
た
桃
太
郎

師
匠
と
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
な

ど
、自
身
の
修
業
時
代
の

経
験
を
交
え
な
が
ら
、苦

労
も
笑
い
話
に
。さ
ら
に

扇
子
や
手
ぬ
ぐ
い
な
ど
小

道
具
の
解
説
や
落
語
表

現
の
基
本
を
直
接
指
導

し
た
り
と
内
容
は
盛
り
だ

く
さ
ん
。参
加
者
も
夢
中

に
な
っ
て
講
座
を
楽
し
み

ま
し
た
。
最
後
は
落
語

「
野
ざ
ら
し
」
を
披
露
。

終
始
、笑
い
の
絶
え
な
い

熱
血
指
導
で
会
場
を
大

い
に
盛
り
上
げ
て
く
れ
ま

し
た
。

1978年、岐阜県出身。（公社）落語芸術協会に所属する落
語家。テレビの制作会社で放送作家を志していたが、落語
に出会い、2006年、昔昔亭桃太郎に弟子入り。2010年に二
ツ目昇進、2020年5月より真打ちに昇進。

▲扇子を箸に見立てて、蕎麦をすする仕草を直接
指導。「こんな機会はめったにない。いい思い出に
なりました」と参加者も大満足。

▲講座には噺家を夢見る中学生も参加し、高座で
落語を披露する場面も。緊張しながらも師匠直々
にアドバイスをもらい、感激の様子。

ン
パ
ン
！
と
張
り

扇
を
叩
く
良
い

音
が
響
い
た
の
は
神
田
京

子
先
生
の「
ワ
ク
ワ
ク
講

談
塾
」。こ
の
日
、テ
キ
ス

ト
と
し
て
配
ら
れ
た
の
は

「
い
ざ
鎌
倉
」の
も
と
に

な
っ
た「
鉢
の
木
」の
な
か

の「
佐
野
源
左
衛
門
駆
け

つ
け
」で
す
。源
左
衛
門
が

鎌
倉
に
駆
け
つ
け
る
時
の

い
で
た
ち
を
語
っ
た
一
節

で
、テ
キ
ス
ト
に
は
張
り

扇
を
叩
く
タ
イ
ミ
ン
グ
や

音
の
強
弱
が
記
さ
れ
て
い

て
、ま
ず
は
全
員
で
読
み

上
げ
練
習
。そ
の
後
、一
人

ず
つ
高
座
に
上
が
り
、い
ざ

実
践
。
参
加
者
の
中
に
は

音
楽
や
演
劇
に
携
わ
っ
て

い
る
方
も
い
て
、京
子
さ
ん

は
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
に
合

わ
せ
て
表
現
を
足
し
引
き

し
つ
つ
丁
寧
に
指
導
し
て

く
れ
ま
し
た
。「
講
談
師
は

優
れ
た
文
章
を
届
け
る
こ

と
に
徹
す
る
の
が
大
切
。

聞
き
手
が
自
ら
感
情
を
注

い
で
く
れ
る
の
が
、講
談
の

面
白
い
と
こ
ろ
で
す
」と

語
り
、深
い
頷
き
と
拍
手

の
中
で
１
時
間
半
に
及
ん

だ
熱
の
こ
も
っ
た
講
座
を

締
め
く
く
り
ま
し
た
。

神田京子（かんだ・きょうこ） 昔昔亭A太郎（せきせきてい・えーたろう）

昔昔亭Ａ太郎の熱血！落語入門講座 2022年6月18日土第1回神田京子のワクワク講談塾 2022年8月27日土第2回

1999年、二代目神田山陽に入門、2014年に真打昇進。
2020年より山口・東京の2拠点で活動を始める。山口県出
身の童謡詩人・金子みすゞの人生や作品を講談に仕立て、
令和三年度（第76回）文化庁芸術祭賞優秀賞受賞

▲「目を見開き、大きな声を出して最初の一言を発
すると印象が変わりますよ」と京子さん。講談塾のア
ドバイスは日常生活の会話術にも役立ちます。

▲普段は舞台役者だという参加者は、発声が完璧
なので、少し踏み込んで音の緩急と高低で表現す
る古典口調の響き方をレクチャー。

01A太郎さんの講座は終始笑いが絶えず、大盛り上がりでした。
02キセルや釣竿、箸など扇子は様々な見立てに活用されます。
03なんと着物の着付けまで教えてくれたA太郎さん。
04当日参加者に配られた張り扇は京子さん自らの手作りでした。

0104 02

03

ークショップは講談の楽しみ方を皆さん
の心と身体に落とし込むことができる貴

重な機会。そして、私たち講談師にとっても、講談
を広めるための大切な種蒔きであり、新たなお客

さまとの出会いの場です。今回のワークショップ
参加者一人ひとりがきっかけになって、北海道内
で100人、1000人と講談に興味関心を持つ方が
増えることを期待しています。

ワ 語をよく知らないのに、楽しめるだろうか、
古典落語は難しそう、寄席は敷居が高い

……など落語に対して、そんな心配やイメージを持
つ方もいらっしゃると思いますが、僕が伝えたいの

は「落語って楽しいよ」「気構えなくてもいいよ」とい
うことだけです。ワークショップは、近い距離感で
僕の熱量をお客さんに受け取ってもらえる良い機
会。僕自身も楽しむことができました！ 

落

パ 寄
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〜
ゆ
け
〜
ば
〜
」。

こ
れ
は
古
典
芸

能
に
詳
し
く
な
い
人
で

も
、
誰
も
が
一
度
は
耳
に

し
た
こ
と
の
あ
る
浪
曲

「
清
水
次
郎
長
伝
」の

冒
頭
で
す
。
玉
川
太
福

さ
ん
と
曲
師
・
玉
川
み
ね

子
さ
ん
に
よ
る
浪
曲
入

門
講
座
は
、名
作
の
一
節

か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
講

談
、
落
語
に
次
い
で
、
明

治
初
期
に
浪
花
節
と
し

て
誕
生
し
、大
正
・
昭
和

に
発
展
し
た
浪
曲
の
歴

史
か
ら
、浪
曲
の
楽
し
み

方
、関
東
節
と
関
西
節

の
違
い
な
ど
基
礎
知
識

に
加
え
、節
の
回
し
方
ま

で
を
紹
介
。
太
福
さ
ん
の

修
業
時
代
を
語
っ
た
浪

曲
に
、会
場
か
ら
は
大
き

な
笑
い
と
拍
手
が
起
き

ま
し
た
。
後
半
は
太
福
さ

ん
の
声
に
合
わ
せ
て
参

加
者
が
心
の
中
で「
唸
り
」

に
挑
戦
。２
名
が
登
壇
し

て
、習
い
た
て
の
浪
曲
を

披
露
し
ま
し
た
。
最
後
は

玉
川
一
門
の
お
家
芸
で
、

浪
曲
の
中
で
も
人
気
の

演
目
で
あ
る
「
国
定
忠

治
」で
会
場
を
一
つ
に
し

ま
し
た
。

玉川太福・曲師玉川みね子の浪曲入門講座 2022年10月10日月・祝第3回

1979年、新潟県生まれ。演劇や演芸の世界に憧れ、作家の
道を志していたとき、寄席で浪曲に出合い、衝撃を受ける。
2007年、27歳で二代目・玉川福太郎師匠に入門。文化庁芸
術祭大衆芸能部門新人賞や浅草芸能大賞新人賞を受賞。

４
回
の
講
座
も
、

つ
い
に
こ
の
日
が

最
終
回
。ラ
ス
ト
を
飾
る
の

は
瀧
川
鯉
丸
さ
ん
で
す
。

「
皆
さ
ん
に
は
最
初
か
ら
プ

レ
ー
ヤ
ー
と
し
て
参
加
し
て

も
ら
い
ま
す
」と
切
り
出

し
、早
速
参
加
者
を
高
座
に

上
げ
る
鯉
丸
さ
ん
。お
辞
儀

や
次
の
演
者
の
た
め
に
座

布
団
を
ひ
っ
く
り
返
す「
高

座
返
し
」を
学
び
な
が
ら
、

参
加
者
は
自
分
の
趣
味
や

特
技
、好
き
な
も
の
を
交
え

た
自
己
紹
介
に
挑
戦
。「
落

語
と
い
う
の
は
日
常
会
話

の
延
長
な
ん
で
す
よ
」と

鯉
丸
さ
ん
が
話
す
通
り
、

合
い
の
手
を
入
れ
な
が
ら

話
を
膨
ら
ま
せ
る
と
、単
純

な
自
己
紹
介
に
も
起
承
転

結
が
生
ま
れ
ま
す
。最
初

は
恥
ず
か
し
が
っ
て
い
た
参

加
者
も
し
ゃ
べ
り
に
自
信
が

つ
く
実
践
的
な
講
座
と
な

り
ま
し
た
。後
半
は
、鯉
丸

さ
ん
に
よ
る
古
典
落
語
の

演
目「
武
助
馬（
ぶ
す
け
う

ま
）」に
加
え
、会
場
の
リ
ク

エ
ス
ト
に
応
え
る
形
で
特
別

に「
寿
限
無（
じ
ゅ
げ
む
）」

も
披
露
。参
加
者
は
聞
き

手
に
戻
っ
て
落
語
を
存
分

に
堪
能
し
ま
し
た
。

瀧川鯉丸（たきがわ・こいまる）

瀧川鯉丸のはじめてのらくご 2022年12月3日土第4回

1987年、神奈川県生まれ。2011年、瀧川鯉昇に入門し、前座名
「鯉〇」で４年間の前座修業。2015年、二ツ目に昇進「鯉丸」と
なる。2019年、第11回「前橋若手落語家選手権」準優勝。都内
寄席のほか、延べ200以上の学校公演に出演している。

玉川太福（たまがわ・だいふく）

▲「どなたか唸ってみませんか？」の呼びかけに、初
めは恥ずかしがっていた参加者も、太福さんのサポ
ートで「唸り」に挑戦。貴重な機会を得ました。

▲質疑応答の時間には、太福さんがこれまでに披
露してきた演目への質問や、みね子師匠の三味線
についての質問などが活発に飛び出しました。

▲「落語は大衆演芸です。気構えも緊張も必要な
いんですよ」と話し、高座に上がる参加者たちの緊
張感をほぐしてくれました。

▲本講座最年少参加者で、落語の絵本が大好き
だという6歳の女の子。美しいお辞儀の作法を学び
ながら元気に自己紹介を行いました。

0508 06

07

09壇上で「唸り」を体験した参加者から「気持ちいい！」の感想が。 10冒頭から参加者と掛け合いながら、会場を温めた
鯉丸さん。 11プロの落語に聞き入る参加者の皆さん。 12前日の深川市の小学校で行った鯉丸さんのワークショップに
も参加したという小学生。講座終了後も熱心に話を聞いていました。

05軽妙な語り口で参加者の心を一気に引き込みました。
06「正面を見据えることで声に自信が生まれますよ」と京子さん。
07時折、浪曲の節を交えながら進んだ入門講座は迫力満点でした。
08打ち合わせなしでも、息がぴったりの太福さんとみね子師匠。

0912

10

曲は頭で考えるよりも、身を委ねて感じても
らうのが大事。その上で、もう少し興味を深

掘りしたい方に向けて基本的な情報を紹介し、浪
曲をより楽しんでもらえるような材料にしていただ

けたら。何より、ワークショップは浪曲の迫力を間
近で体感していただける絶好の場所。札幌の皆さ
んに私が初めて浪曲に出合ったときのような、原始
的な衝撃を体験してもらえたらうれしいですね。

浪海道を訪れるたびに実感するのは、お客さ
まの歓迎ムードや明るさです。昨日は深川

市の小学校で落語講座を行いましたが、皆さんと
ても楽しんでくれて、私自身も非常に充実した時間

でした。ワークショップは落語に興味を持った人同
士が接点を持つ場です。年齢もキャリアも異なる皆
さんが一堂に会する場所に参加できることを非常
にうれしく思います。

北

「
旅全
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 十 勝 北
部 のア ートス ポット

刺激がいっぱ い
十 勝 北 部 で
　 　 　 探 すアート

建築家が設計し、伝統工
法の木組みで建てたカ
フェ。十勝産のカラマツや
ラワンブキの和紙など、内
外装に地域材を使用して
います。5月から9月は食と
雑貨のマルシェを開催中。

Café  de  Camino01
畑や牛舎を眺めて過ごす建築家が設計したカフェ

●住所／足寄町螺湾93-25
●営業時間／10:00～16:00（冬季）、10:00～17:00（夏季）
●定休日／不定休　●駐車場／10台
●https://www.instagram.com/cafe_de_camino/

hareta（ハレタ）かみしほろ07
町民が活き活きと生涯活躍できるコミュニティ施設

町民の趣味や特技を活かし
たチャレンジイベントを多数
実施しているコミュニティ施
設。4月9日には、ともに移住者
である写真愛好家・伴公夫と
ピアノ愛好家・渥美俊介によ
るアートイベントを開催予定。

●住所／上士幌町字上士幌東3線235-6　●TEL.01564-7-7630
●アクセス／JR帯広駅から車で約1時間10分
●開館時間／8:30～17:15　●休館日／土・日・祝日、年末年始
●入館料／無料　●駐車場／あり　●https://kamishihoro-town.com

神田日勝記念美術館06
朝ドラに登場した青年画家のモデルとしても話題

農業に従事しながら絵を描
き続けた夭折の画家・神田
日勝の美術館。油彩画や
デッサン、関連資料を収蔵・
展示しています。コレクション
展「日勝が駆け抜けた時代」
も開催中（4/9まで）。

●住所／鹿追町東町3丁目2　●TEL.0156-66-1555
●アクセス／拓殖バス「神田日勝記念美術館前」より徒歩すぐ
●開館時間／10:00～17:00（最終入場16：30）　
●休館日／月曜日（祝日の場合は開館）、祝日の翌日（土日の場合は開館）、年末年始（12/28～1/3）
●入館料／一般 530円、高校生 320円、小中学生 210円
●駐車場／あり　●https://kandanissho.com

アトリエ ムーン・f02
子どもから大人まで気軽に楽しめるアート企画が満載

池田町の風景を透明水
彩で表現する画家・杉山
雄作によるアトリエ兼教
室です。透明水彩教室の
ほか、会員制の子ども
アート教室も開催してい
ます。

●住所／池田町清見132
●TEL.015-572-2198 ※留守番電話にメッセージを残してください
●アクセス／池田駅から車で5分
●開催時間・休館日／教室によって変動
●体験料／1回1,500円～※会員制

家具工房＆カフェ ブーオ03
全国にファンを持つ手作り家具とカフェの店

オーダー家具の製作を中
心に陶芸品、ステンドグラ
スなどを製作販売。店内に
は家具や時計、マグカップ、
ステンドグラスのランプ、お
皿などオリジナル作品を展
示中。

●住所／士幌町字上音更西7線166-9　●TEL.01564-5-5733
●アクセス／道東道音更ICから20分
●開館時間／11：00～16：00　●休館日／月曜～金曜
●駐車場／10台　●https://1994buho.wixsite.com/buho

空昌窯04
十勝川温泉にある陶芸ギャラリー

古い馬小屋を改築した陶
芸ギャラリー。浦幌町・十
勝太から採取した自家製
粘土を基本に作陶した表
情豊かな食器やオブジェ
などが1000点以上並び、
販売もしています。

●住所／音更町十勝川温泉南4丁目1-10　●TEL.0155-46-2818
●アクセス／十勝バス「十勝川温泉12号」バス停から徒歩1分
●開館時間／9:00～16:00　●定休日／不定休
●入場料／無料　●駐車場／あり

十勝千年の森05
日高山脈の麓に広がる自然と人が一体となる庭

日高山脈に抱かれ、森と
大地がダイナミックなス
ケールで展開する北海道
ガーデン。園内には彫刻
家の板東優ほか現代アー
ト作品が随所に置かれて
います。

●住所／清水町羽帯南10線　●TEL.0156-63-3000　●アクセス／JR帯広駅から車で約45分
●開園時間／［4/22～6/30］9：30～17：00（最終入場16：30）、［7/1～8/31］9：00～17：00（最終入場16：30）、［9/1～10/15］9：30～16：00（最終入場15：30）
●休業日／期間中無休　●入場料／一般・大人（高校生以上）1,200円、小中学生600円、小児（小学生未満）無料
●駐車場／180台　●http://www.tmf.jp

※新型コロナウイルス感染症の状況によって掲載されている営業時間や
イベント開催日時等が変更になる場合があります。

新得町新得町

上士幌町上士幌町

足寄町足寄町

本別町本別町

池田町池田町
音更町音更町

芽室町芽室町

清水町清水町

士幌町士幌町

陸別町陸別町

鹿追町鹿追町

06

05 04
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07
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03

●

丸谷金保
記念館

●

丸谷金保
記念館

●芽室版画美術館●芽室版画美術館

旧狩勝線
ミュージアム
●

旧狩勝線
ミュージアム
●

●
新得町

郷土資料館

●
新得町

郷土資料館

●十勝めむろ
　赤レンガ倉庫
●十勝めむろ
　赤レンガ倉庫

●ひがし
　大雪自然館
●ひがし
　大雪自然館

足寄動物
化石博物館
●

足寄動物
化石博物館
●

銀河の森
天文台
●

銀河の森
天文台
●

●本別町
　歴史民俗資料館
●本別町
　歴史民俗資料館

ふるさと銀河線
りくべつ鉄道
ふるさと銀河線
りくべつ鉄道

●●

士幌線タウシュベツ
川橋梁跡
●

士幌線タウシュベツ
川橋梁跡
●

鹿追町郷土
資料保存館
●

鹿追町郷土
資料保存館
●

●清水円山
　展望台
●清水円山
　展望台

●

畑の中の
美術館

●

畑の中の
美術館



前島拓也前島商店・代表

前
島
さ
ん
は
、中
学

校
の
美
術
の
授
業
で

初
め
て
木
工
を
体

験
。ノ
ミ
を
使
っ
て
木

を
掘
る
作
業
が
性
に

合
い
、高
校
時
代
は

２
年
間
か
け
て
丸

太
を
使
っ
た
ベ
ン
チ

を
製
作
し
ま
し
た
。

大
学
で
木
材
造
形
と
プ
ロ
ダ

ク
ト
デ
ザ
イ
ン
を
学
び
、よ
り

深
く
家
具
を
学
ぼ
う
と
考

え
て
卒
業
後
は
旭
川
へ
。東

海
大
学
芸
術
工
学
部
に
研

究
生
と
し
て
在
籍
し
た
後

に
、旭
川
市
科
学
館「
サ
イ
パ

ル
」で
木
工
担
当
と
し
て
働

き
始
め
ま
し
た
。 

　
「
科
学
館
で
は
、木
工
教

室
用
の
課
題
を
デ
ザ
イ
ン

し
て
い
ま
し
た
。自
分
以
外

の
人
が
作
る
こ
と
を
考
え

て
構
造
を
考
え
る
の
で
、オ

リ
ジ
ナ
ル
作
品
と
は
違
う

面
白
さ
が
あ
り
ま
し
た
」。

２
０
１
４
年
か
ら
は「
前
島

大
雪
の
美
し
い

山
々
と
日
高
山

脈
に
抱
か
れ
た
新
得
町
。自

然
が
広
が
る
こ
の
土
地
に

工
房
を
構
え
て
い
る
の
は
、

木
工
作
家
の
前
島
拓
也
さ

ん
で
す
。

　

2
0
1
6
年
に
旭
川
か

ら
奥
さ
ん
の
実
家
が
あ
る

新
得
町
に
移
住
、築
75
年
の

牛
舎
を
自
ら
の
手
で
工
房

に
改
築
し
ま
し
た
。家
具
づ

く
り
で
出
た
端
材
を
玩
具

に
、さ
ら
に
そ
の
端
材
を
カ

ト
ラ
リ
ー
、そ
し
て
最
後
に

残
っ
た
も
の
は
薪
ス
ト
ー
ブ

の
燃
料
に
。わ
ず
か
な
木
端

も
無
駄
に
せ
ず
、使
い
切
る

こ
と
を
大
切
に
し
な
が
ら
、

家
具
や
木
工
品
を
手
掛
け

て
い
ま
す
。

　
「
厳
し
い
冬
を
迎
え
る
北

海
道
は
、家
の
中
で
過
ご
す

時
間
も
お
の
ず
と
長
く
な

り
ま
す
。机
や
椅
子
、フ
ォ
ー

ク
や
ス
プ
ー
ン
な
ど
、暮
ら

し
に
か
か
わ
る
道
具
の
使
い

心
地
や
美
し
さ
へ
の
思
い

は
、移
住
し
て
か
ら
よ
り
一
層

強
く
な
っ
た
気
が
し
ま
す
」

　

熊
本
県
で
生
ま
れ
育
っ
た

商
店
」の
屋
号
で
、作
家
活

動
も
開
始
。
新
得
町
に
工

房
を
構
え
る
ま
で
の
２
年

間
、発
想
力
を
磨
き
な
が

ら
、作
品
づ
く
り
に
向
き
合

い
続
け
ま
し
た
。

 

「
最
近
は
新
得
町
産
の
木

材
を
積
極
的
に
使
う
よ
う

に
な
り
ま
し
た
」と
前
島
さ

ん
。新
得
町
に
移
住
し
て
７

年
目
を
迎
え「
今
年
は
自

分
の
作
品
づ
く
り
に
も
力

を
注
ぎ
た
い
で
す
」と
日
々

の
暮
ら
し
や
豊
か
な
自
然

に
着
想
を
得
な
が
ら
、も
の

づ
く
り
の
意
欲
を
育
て
て
い

ま
す
。

東

熊本県生まれ。旭川市科学
館勤務中の2014年に「前
島商店」を立ち上げて、
2016年に新得町に移住
し、独立。家具からカトラ
リーなど大小問わずさまざ
まな作品を手がけている。
●販売サイト
0001.handcrafted.jp

前島拓也（まえじま・たくや）

09 vol.129

in SHINTOKU

つ
く
る
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000年に開町100年

の節目を迎えた本別

町は、「豆のまち・ほんべつ」を

キャッチフレーズに、町の活性

化事業に着手しました。しかし、

町内で加工・製造した商品を

各地の催事に出店し、販売促

進に乗り出したものの、消費者

には「北海道の豆」、「十勝の

豆」としか認識されません。そこ

で企画したのが、本別産の豆

のブランド化です。

　2006年度には、国交省北

海道開発局帯広開発建設部

の補助を受け「地域ブランド形

成促進事業」を開始。地元企

業・団体5社と町が連携してプ

ロジェクトチームを結成し、

2007年には、十勝本別「キレ

イマメの会」を発足しました。

　「日本一の豆をつくる本別

町の名を高めたい」「良質で

美味しい<十勝本別の豆>を

消費者に届けたい」と想いを

ひとつに商品開発や販路開

拓など、ブランドづくりに邁進。

ブランディングやネーミング、

パッケージデザインなどは、武

蔵野美術大学基礎デザイン

学科の主任教授（当時）で、

地域産業におけるブランド開

発や商品開発を数多く手掛け

る宮島慎吾さんと学生たちに

依頼しました。

　本別町に直接足を運んだ宮

島さんたちは、本別町産の「中

生光黒大豆」に的を絞り、女

性をターゲットにしたシリーズを

提案。こうして誕生したのが、

「ツヤツヤで粒の大きな黒大豆

を食べて、体の中からキレイに

なってほしい」と願いを込めた

ブランド「キレイマメ」です。

　パッケージデザインは中生

光黒大豆に由来する黒を基調

に、金色の縁取りで高級感を

演出。豆のフォルムを背景に

忍ばせたカナ文字のフォントが

目を惹く印象的な構図となりま

した。極端な装飾は避け、無駄

を削ぎ落としたシンプルなデザ

インと洗練された雰囲気は、ま

るで菓子かサプリメントのよう。

高い品質を誇る美味しさと、体

に良い効果をもたらすことが

連想されるデザインになってい

ます。

　容器に合わせて円形や長

方形のレイアウトを使い分けな

がらも、統一感のあるデザイン

には、「キレイマメ」がまちの特

産品として認知されるように、と

いう想いが込められています。

　現在は、本別産小豆を使用

した「キレイマメ」赤シリーズの

展開に向けて検討中とのこと。

町、生産者、メーカーによる挑

戦は続いています。

2

▲

2007年3月、特許庁に「キレイマ
メ」の商標登録を申請
ヘルシー志向の女性をメインター
ゲットにしたこだわりの商品づくりと、
高級感を意識したラベルデザインで
ブランディングに成功

本
別
産
の
黒
豆
商
品
を
ブ
ラ
ン
ド
化

「
キ
レ
イ
マ
メ
」
シ
リ
ー
ズ

本別町役場 企画振興課 商工観光・元気まち担当
本別町北2丁目4-1　TEL0156-22-2141（代表）　https ://www.town.honbetsu .hokka ido. jp/k i re imame

日常に溶け込むデザインの魅力に迫る！

VOL.4

苫前町

日常に溶け込むデザインの魅力に迫る！

VOL.6

本別町

小さな動物を組み合わせるとライオンやキリンになる
ユニークな動物パズル。玩具としてもインテリアとして
も大人気です。

◉（有）山口醗酵食品「黒豆納豆」 TEL 0156-22-2342

◉渋谷醸造（株）「黒豆味噌」「なんばん味噌」ほか TEL 0156-22-2077

◉（合）豆屋とかち岡女堂本家「素焼黒豆（ノーマル・しお・こがし味噌）」ほかTEL 0156-22-5981

◉まめっこ倶楽部「黒豆（生豆）」TEL 090-7654-8378  

◉本別発豆ではりきる母さんの会「黒豆とうふ」ほか TEL 0156-24-2416

◉レストラン秀華「黒まん」TEL 0156-22-7707

◉北海道立農業大学校「黒豆きなこアイスクリーム」TEL 0156-24-2121

◉本別町観光協会「黒豆きな粉」TEL 0156-22-3306

「キレイマメ」
商品開発・
販売協力企業



言葉にならない思いを風景に重ねて描く

札幌市在住の日本画家。北海道教育大
学札幌校日本画研究室卒業。日常、生活
する中で出会った景色と季節によって表
情を変える自然にインスピレーションを受
け、その時々の自分の心情を共鳴させて
作品を制作。
●公式WEBサイト
https://koroharuka.com/

紅 露 はるか

まれ育った北海道の自

然豊かな風景や雪景

色を眺めていると、言葉では表

現できないような気持ちになる時

があります。私はそうした言葉に

ならない気持ちを風景に重ねて

描いています。

　日本画は私にとって、自分の

心情を表すためにもっとも適した

ツール。大学時代に日本画研究

室で学んで以来、作品を通して

人とつながれることが嬉しく、生

涯に渡り絵を描いていこうと決

めました。

　今回の個展「夜のおわりに」

では、冬の景色、移り変わる時

間の夜の風景、明けていく風景

を中心とした作品を展示していま

す。会期中は、冬から春に移行

する季節で、夜明け前と似てい

ることや、世の中や個人レベル

で起こる様々な出来事が「静か

に夜が明けて光が差していくよう

に」という想いを込めて、このタイ

トルを付けました。

　上の二つの作品は、夜の森で

赤い花を持った人物が小さな灯

りを目指して歩いている連作に

なります。具体的な物語はなく、

思い浮かんだ場面を絵にするた

め、後から過去の作品の場面と

つながることがあります。この作

品もそうした流れの一つです。

　下の作品は「アケノヨル」と

題した絵で、冬に家の近くで鳥

が木々にとまっている姿を見た

生

紅 露 は る か K O R O  H A R U K A

時に、絵にしたいと思い生まれ

ました。

　他にも今回の個展では、生ま

れ育った北海道の冬の暗闇と

寒さは、場所と時間は違っても、

どこかでつながっているという記

憶と心象を重ねた6枚の連作

や、雪の降る風景の臨場感を描

きたくて、初めて使う画材で実験

した作品など、季節や時の移り

変わりを感じる作品も多数展示

しています。暗い時から明るい時

へ。ぜひ、会場でその空気を感じ

てください。

10vol.12911 vol.129

「白蛇姫舞」は1972年に町商
工会青年部を中心に創作され
た舞。然別湖に伝わる伝説を基
に創作された「白蛇姫物語」から
着想を得ています。

「白蛇姫舞」は1972年に町商
工会青年部を中心に創作され
た舞。然別湖に伝わる伝説を基
に創作された「白蛇姫物語」から
着想を得ています。

白
蛇
姫
舞

伝
わ
る

文
化

鹿
追
町

北海道文化財団アートスペース企画展 vol.51

紅露はるか展「夜のおわりに」
2023.2.13～4.27　9:00～17:00  ※土日祝休館　※都合により臨時休館する場合があります。
場所／札幌市中央区大通西5丁目11大五ビル3F　問い合わせ／011-272-0501

入場
無料

https://my.matterport.com/show/?m=iz8ZZ7VTYuTVR展示公開中！

VR展示は
QRコードからも！
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財団事業インフォメーション（2023年3月）

WEBマガジン「北のとびら」。冊子にはない情報も！ぜひご覧ください。
　　　　　　　　　　   h t t p s : / / h a f. j p / k i t a n o t o b i ra /W E Bマガジンはこちらから !

INFO

●アート選奨
　北海道文化財団では、磯田憲一氏からの指定寄附をもとに、アー
ト選奨K基金を創設。本道の文化の振興発展において「敬愛」すべき
役割を果たしたと認められる個人・団体に、アート選奨K基金賞を贈
呈しています。令和4年度の受賞者は、方波見康雄さんと斎藤歩さん
に決定しました。（賞金10万円／記念楯）

方波見 康雄さん（医師）
1926年奈井江町生まれ。1945年、旧制岩見沢中（現岩見沢東高）
を卒業。北海道帝国大予科医類に入学。1952年、北大医学部を卒
業。大学でがん免疫抗体の研究に、さらに内科の臨床に従事する。
1959年に北大から奈井江町に戻り、父荘衛さん（1979年死去）が
開業した方波見医院を継ぐ。以来、60年以上にわたり、地域の人々
の“生老病死”に、同じ地域に暮らす一人の人間として寄り添い続け
る。1994年、地域で老いを共にみる仕組みを作ろうと、町立国保病
院に入院した患者を、かかりつけ医が診療できる「開放型共同利用」
を町長に提案し、地域包括ケアシステムを、いち早く実現。また、緩和
ケア、ターミナルケア（終末期医療）、死の臨床など、専門的な用語や
概念が国内で普及する前に診療所で実践した。
専門は、内科学、老年医学、生命倫理。
2006年より北海道新聞生活面にエッセー「いのちのメッセージ」を
書き始める。　
2011年、北海道大学大学院医学研究科特別賞受賞。
2017年、第71回北海道新聞文化賞受賞。
2021年、後藤新平賞受賞。
◎主な著書
いのちのメッセージ「まちのお医者さん」が見つめる生老病死（北海
道新聞社 2010 年） 
生老病死を支える－地域ケアの新しい試み－(岩波書店2006年）

斎藤 歩さん（公益財団法人北海道演劇財団理事長、札幌座チーフディレクター）
1964年釧路市生まれ。北大演劇研究会を経て、1987年に札幌ロマ
ンチカシアター魴鮄(ほうぼう)舎設立。1996年、北海道演劇財団設
立に伴いTPS契約アーティストに就任。2000年より（株）ノックアウト
所属俳優として、東京での俳優・演出家の仕事を開始する一方、
札幌でも2001年からTPSチーフディレクターとして「亀、もしくは…。」
「冬のバイエル」「西線11条のアリア」「春のノクターン」「瀕死の王さ
ま」など多数の演劇作品を発表。2016年4月より、札幌に移住し、
北海道演劇財団の常務理事・芸術監督に就任。2020年4月より、
同理事長に就任。札幌を拠点にした演劇創造、東京を拠点にした
映画、テレビ、舞台出演など活動は多岐にわたる。
北海道戯曲賞選考委員（2014年度～2021年度）
北海道文化審議会委員（2016年度～）
札幌演劇シーズンプログラムディレクター（2019年～）
演劇創造都市札幌プロジェクト副代表（2015年～）
 

●希望の大地の戯曲賞「北海道戯曲賞」
　全国に門戸を開き、次代を担う劇作家や優れた作品を発掘すると
ともに、道内外の作家が互いに競い合うことにより、北海道における
演劇創作活動の活性化を図ることを目的に創設された「北海道戯
曲賞」。今年度は全国から142本の応募があり、2023年2月15日に
行った最終選考会で審査員が議論を重ねた結果、大賞は「チェーホ
フも鳥の名前」（ごまのはえ／大阪府）が選ばれました。

●大賞（賞金50万円／記念楯）
大賞作品：『チェーホフも鳥の名前』
作：ごまのはえさん（大阪府）
1977年生まれ。大阪府出身。劇団ニット
キャップシアター代表。劇作家。演出家。京
都を創作の拠点に大阪、東京、福岡、名古
屋などの各都市で公演を続けている。「愛
のテール」でOMS戯曲賞大賞。「ヒラカタ・
ノート」でOMS戯曲賞特別賞及び新・
kyoto演劇大賞。一般社団法人毛帽子事務所役員。一般財団法人
地域創造派遣アーティスト。

●優秀賞（賞金5万円／記念楯）　該当作品なし
 

【最終審査員（五十音順）】
　江本　純子（毛皮族・財団、江本純子）
　桑原　裕子（KAKUTA）
　瀬戸山　美咲（ミナモザ）
　古川　健（劇団チョコレートケーキ）
　松井　周（サンプル）

●ものづくり一本木選奨
「人づくり一本木基金」の顕彰事業として、工芸美術及びものづくり
等の分野における人材育成と創造活動の振興発展のため、道内在
住又は道内出身者で、その向上発展に関し功績が顕著な個人及び
団体等に「長原賞／地域貢献賞／奨励賞」を贈呈しています。
令和４年度は、鳥井裕也さんが「奨励賞」を受賞しました。

◎奨励賞（賞金10万円／記念楯）
鳥井 裕也さん（帯広市／建具工／(有)髙橋加工部勤務）

北海道立帯広高等技術専門学院造形デザイン科修了後、現勤務先
に入社。在学時に技能五輪全国大会で「建具」に出場し、銅賞受賞。
翌第5９回大会では金賞を受賞。さらに令和４年の第６０回大会に
は「家具」に出場し敢闘賞を受賞。

新進アーティスト育成事業 ア ー ト 選 奨 K 基 金 事 業

人づくり一本木基金（長原實・スチウレ・エング 人づくり基金）事業

かたばみ

※受賞作品及び審査員の選評は、北海道文化財団ホームページ・北海道戯曲賞
　（https://haf.jp/gikyoku.html）で公開しています。


